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研究報告 
 
平成 29 年度：T-01 とソラフェニブの併用療法による直接的な抗腫瘍効果の検討  
① in vitro：ヒト肝細胞癌細胞株 HuH-7,PLC/PRF/5 に対して、T-01 単独の細胞障

害性を検討したが MOI:0.01 において効果不足であったため、sorafenib 併用による抗

腫瘍効果を検討した。細胞障害性試験を T-01(MOI:0.01)＋sorafenib (4-8μM)において

行い、相乗効果を確認した。また抗腫瘍効果におけるメカニズムの確認のため、MAP キ
ナーゼのリン酸化について western 法を用いて確認した。T-01 単独では MAP キナ

ーゼのリン酸化の阻害効果が生じないが、sorafenib 単独では阻害効果が生じた。そし

て T-01+sorafenib では sorafenib 単独の阻害効果を減衰することはなかった。  
② in vivo：ヌードマウス皮下モデル(HuH-7)における sorafenib 併用による抗腫瘍

効果を検討した。T-01 単独投与において 2×105pfu では腫瘍体積が半分程度となり腫

瘍縮小効果を認めた。sorafenib 単独では 10mg/kg/day の投与で同様程度の効果であ

った。そのため T-01:2×105 ならびに sorafenib：10mg/kg/day の併用を行い、相乗

効果を確認した。今後、病理学的検査など詳細な実験を行い、肝細胞癌への実用化を視

野に入れた開発を目指す。 


